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＜連絡事項＞
・第7回院内勉強会のお知らせが来ています。WIZ掲示板を確認してください。

・研修案内～2024年度八戸地区認知症疾患WEBセミナーの案内が来ています。
2024年11月26日(火) 参加方法等詳細は各自、WIZ掲示板にて
確認して下さい。

・2階のエアコン故障中。本日、午後に庶務が点検予定。

＜患者様連絡事項＞
・金沢　タイ様、光成　稔様～ご家族来院し、リハ同意書にサイン頂いている。

・中居　ゆり様～夜間、大声での独語があり、同室者の入眠の妨げになっている事を報告。
・エスゾピクロン(2)1T　1×夕食後　11/9～追加。
・IFオーダー追加：不穏時）リスペリドン内用液(0.5)1P　3回分処方となる。

＜要注目患者様情報＞
・中居　伊佐男様～体温37.5～37.9℃経過し、クーリング継続中。呼吸過多。食事は朝昼ともに不食。水分補給も拒否強く水分摂取できず。口腔内の乾燥著明の為、口腔ケアこまめに実施していく。

・江刺家　惠子様～起床時の血圧73/42mmHg。日中の血圧95/56mmHg。食事はベッド上介助にて全量摂取している。尿性状赤褐色でコアグラ、浮遊物見られている。

・伊藤　のり子様～体温37.9℃～37.4℃。クーリングと水分補給実施している。昼は自力で全量摂取する事出来ている。

・三浦　初美様～発熱あり、体温37.8℃～38.1℃で経過。ベッド上多動の為、見守り介入要している。昼食時、坐位希望強くベッドサイドに座り2/3摂取。その後もスタッフコール頻回に聞かれている。

・工藤　新吉様～発熱なく経過。血圧87/42mmhgと低値。口呼吸見られている。点滴は抜き差しで終了。食事は数口～2/3摂取。

・菊池　玲子様～膝に表皮剥離あり。必要時、皮膚科追加していく。

・上野　節雄様～夜間は良眠。点滴漏れあり刺し替え行い、ミトン使用している。食事は朝昼ともに不食。

・照井 紀子様～昨夕、19：15落ち着きなく徘徊している為、不穏・不眠・興奮時の継続指示使用。その後も徘徊し、転倒リスク高い為、一時的に2階で過ごしている。深夜帯は良眠。日中も帰宅要求の訴え徘徊あるが、声掛けにて落ち着いている。

・押野見　トシ子様～独歩で移動している。目薬に関しては「今は大丈夫、私持
っていたいんだけど、なんで持って行っちゃうの？」と話し
ている。安全管理の観点もあり詰所預かりにしていると説明すると納得している。拒食拒薬なし。日中は易怒性なく経過。

・田端　ハツヱ様～夜間良眠。日中は帰宅要求あり、落ち着かず。昼食は拒否あり、水分補給のみ。家族来院時、東病棟へ連絡して下さい。
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・片山　京子様～朝昼2/3～全量摂取。メイバランスミニはコップで飲用できている。日課はジェスチャーで伝えると取り組むことできている。

・豊田　亨司様～活気無くJCSⅡ-30食事は嚥下できず数口で終了。体温35.3℃、脈拍49回/分　血圧127/63ｍｍHg　酸素飽和度93％。毛細血管充満時間延長しており、ツルゴール反応(+)食事は朝昼ともに数口のみ。10：00水分補給でゼリー約100ｍｌ摂取。

・古里　セキ様～日課声かけるも拒否的だが、朝食時は個別の席に配膳すると拒否無く食べている。昼食は表情硬く、拒食・拒薬あり。

・小笠原　つるゑ様～帰宅要求頻回で落ち着きなし。介入するも、車椅子を何度も押し引きし落ち着き無い。歩行不安定だが不意に立ち上がるため常時見守り要す。

・宮村 武彦様～昼食時、帰宅要求訴え拒食。身震いしており、理由を問うと「こ
れ（薬のかご？）がこわい」と話している。内服動作は理解でき
ず、スプーンで口に運ぶ介助で飲んでいる。

＜栄養から＞
・久保　實様～ハーフ食の解除検討している。週明けに再検討していく。

・天間　イト様～ハーフ食の解除検討している。本日夕のみ試しで粥・キザミ食（トロミ）に変更し、週明けに再検討していく。
　
＜行動制限最小化カンファレンス＞
・中居　伊佐男様、伊藤のり子様～転落のリスクを回避できている為、解除。
・大橋　キク様～ベッド上体動活発で転落のリスク高い為、4点柵継続。											
